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NY マーケットレポート（2016 年 4 月 14 日） 
 
NY 市場では、序盤に発表された米新規失業保険申請件数が予想より改善したものの、消費者物価指数が予想を下回る結果となる

など、まちまちの結果となったことから、やや反応は限定的となった。ただ、アトランタ連銀総裁が、4 月の利上げが妥当との自

身の見解を変更し、4 月の利上げを支持しないことを明らかにしたことを受けて、ドルが主要通貨に対して下落する動きとなった。

また、熊本県を震源とする地震の報道を受けて投資家のリスク回避の動きも見られ、ドル円・クロス円は一段の下落となった。

しかし、G20（財務相・中央銀行総裁会議）声明を見極めたいとの思惑もあり、その後は終盤にかけて値を戻す動きが続いた。 

 

 

出所：SBILM  
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NY 市場レポート 

 

21：00 

ドル/円 109.39  ユーロ/円 123.16  ユーロ/ドル 1.1254 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6363.71 +0.83 
ダウ 

先物ミニ 
17824 -4 

仏 CAC40 4496.14 +5.83 
S&P 

500 ミニ 
2075.50 -0.50 

独 DAX 10041.90 +15.80 
NASDAQ 

 100 ミニ 
4545.25 -2.50 

出所：SBILM 

 

 

21：00 

≪企業決算≫ 

 

米ウェルズ・ファーゴ 

第 1 四半期の 1 株利益は 1.49 ドル（予想 1.46 ドル） 

 

米 BOA 

第 1 四半期の調整後 1 株利益は 0.20ドル（予想 0.21ドル） 

 

米ブラックロック 

第 1 四半期調整後の 1 株利益は 4.25ドル（予想 4.30ドル） 

 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 25.3 万件（予想 27.0 万件・前回 26.6 万件） 

前回発表の 26.7 万件から 26.6 万件に修正 

 

失業保険継続受給者数 217.1 万人（予想 218.3 万人・前回 218.9 万人） 

前回発表の 219.1 万人から 218.9 万人に修正 
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出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4 週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

16/04/09・・・253,000・・・-13,000・・・265,000・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

16/04/02・・・266,000・・・-10,000・・・266,500・・・・2,171,000・・・・1.6％ 

16/03/26・・・276,000・・・+11,000・・・263,250・・・・2,189,000・・・・1.6％ 

16/03/19・・・265,000・・・ +6,000・・・259,750・・・・2,172,000・・・・1.6％ 

16/03/12・・・259,000・・・ +6,000・・・259,500・・・・2,180,000・・・・1.6％ 

16/03/05・・・253,000・・・ -9,000・・・259,750・・・・2,212,000・・・・1.6％ 

16/02/27・・・262,000・・・ -2,000・・・261,250・・・・2,198,000・・・・1.6％ 

16/02/20・・・264,000・・・ +4,000・・・267,250・・・・2,231,000・・・・1.6％ 

16/02/13・・・260,000・・・ +1,000・・・270,000・・・・2,233,000・・・・1.6％ 

16/02/06・・・259,000・・・-27,000・・・277,750・・・・2,249,000・・・・1.7％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月米消費者物価指数（前月比） 0.1％（予想 0.2%・前回 -0.2%） 

 

3 月米消費者物価指数[コア] 0.1％（予想 0.2%・前回 0.3%） 

 

3 月米消費者物価指数（前年比） 0.9％（予想 1.1%・前回 1.0%） 

 

3 月米消費者物価指数[コア] 2.2％（予想 2.3%・前回 2.3%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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指標結果データ 

≪消費者物価指数≫ 

            3 月・・2月・・1月・・12月・・11 月・・10 月 

全品目・・・・・・・・・ 0.1・・-0.2・・ 0.0・・-0.1・・ 0.1・・0.2 

除く食品・エネルギー・・ 0.1・・ 0.3・・ 0.3・・ 0.2・・ 0.2・・0.2 

エネルギー・・・・・・・ 0.9・・-6.0・・-2.8・・-2.8・・ 0.3・・0.4 

サービス・・・・・・・・ 0.2・・ 0.3・・ 0.3・・ 0.2・・ 0.2・・0.3 

食品・飲料・・・・・・・-0.2・・ 0.2・・ 0.0・・-0.2・・-0.1・・0.1 

居住費・・・・・・・・・ 0.1・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.1・・ 0.2・・0.2 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

2 月カナダ新築住宅価格指数（前月比） 0.2％（予想 0.1%・前回 0.1%） 

 

2 月カナダ新築住宅価格指数（前年比） 1.8％（予想 1.8%・前回 1.8%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 
出所：Bloomberg 
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21：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「4月の利上げを支持しない」 

・「4月に動くのが妥当との見解をあらためた」 

 

 

22：05 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「今年 2、3回の利上げになお十分な状況」 

・「慎重さと忍耐が正当化される」 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17923.55 +15.27 

ナスダック 4946.21 -1.21 

出所：SBILM 

 

 

23：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、米失業保険申請件数が市場予想を下回る改善となったものの、消費者物価が低下したことで、売り買い交錯する動

きとなり、序盤からもみ合いの展開が続いた。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、前週比-1.3 万件の 25.3 万件で、2 週連続で減少となった。節目となる 30 万件を 58 週連続で下回ってお

り、1973 年以来の連続記録。申請件数の 4週移動平均は、前週比-1500 件の 26.5万件。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給

者数は、前週比-1.8 万人の 217.1 万人で、2 週ぶりのマイナスとなり、昨年 10 月 17 日までの週以来の低水準となった。受給者総

数の 4週移動平均は、前週比-1万 250人の 217.8 万人で、2000 年 11 月 18 日までの週以来の低水準となった。受給者比率は、前週

比横ばいの 1.6％。 

 

 

（2）3 月の米消費者物価指数は、前月比+0.1％と 2 ヵ月ぶりにプラスとなったものの、市場予想の+0.2％を下回る結果となった。FRB

が重視する前年同月比は+0.9％とこちらも市場予想を下回る結果となった。ガソリンなどのエネルギー価格が持ち直す一方、食品

が値下がりしたことで小幅な上昇となった。 

 

 ①変動が激しいエネルギーと食品を除いたコア指数は、前月比+0.1％と市場予想の+0.2％を下回り、昨年 8月以来の小幅な値上がり 

  にとどまった。また、前年同月比では+2.2％と、市場予想の+2.3％を下回った。 

 

 ②品目別では、エネルギーが+0.9％（前月-6.0％）、食品は-0.2％（+0.2％）、サービスが+0.2％（+0.3％）、住居費+0.1％（+0.2％）

となった。 
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0：25 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「6月利上げは引き続き選択肢に」 

・「英国の EU離脱の可能性､米政策設定で考慮材料」 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6365.10 +2.21 

仏 CAC40 4511.51 +21.20 

独 DAX 10093.65 +67.55 

ストック欧州 600 指数 343.99 +0.93 

ユーロファースト 300 指数 1353.86 +4.51 

スペイン IBEX35 指数 8861.50 +40.80 

イタリア FTSE MIB 指数 18329.09 +163.50 

南ア アフリカ全株指数 52848.00 -90.24 

出所：SBILM 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、米国の利上げペースが緩やかになるとの見方が投資家心理を支え、主要株価が続伸となった。なお、英 FT100 は、連

日の上昇で利益確定売りに押され、小幅高となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17944.75（+36.47）、S&P500 2084.91（+2.49） ナスダック 4954.79（+7.37) 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、30年債入札を前にポジション調整の売りが先行した。また、米失業保険申請件数が市場の予想以上に

減ったことも圧迫要因となったが、3 月の米消費者物価指数の上昇率が予想を下回り、インフレは引き続き抑制されているとの見方が

広がったことで、買い戻される場面もあった。 

 

午前の利回りは、30年債が 2.60％（前日 2.58％）、10年債が 1.78％（1.77％）、7年債が 1.55％（1.53％）、5年債が 1.23％（1.22％）、

3 年債が 0.91％（0.90％）、2年債が 0.76％（0.75％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

英中銀の MPC（金融政策委員会）は、全会一致で政策金利を 0.50％で据え置くことを決定した。14日に公表された前日の決定について

の議事録では、英国の EU離脱の恐れが、既に成長を圧迫している可能性があるとの見解で一致した。離脱が選択された場合には、資産

価格とポンド相場に大きな影響を与える公算があると当局者らは指摘した。 

 

議事録によると、「EU をめぐる国民投票に関連した不透明感が、一部の活動を圧迫し始めている兆候が幾つかある。設備投資や商業用

不動産取引などの決定が先送りされている」と分析し、「1-6月に幾分の成長鈍化をもたらす可能性がある」との見解を示した。当局者

らは国民投票までの時期のデータには「より慎重に」対応する意向だ。最近の指標は景気の勢い鈍化を示唆していた。 

 

国民が離脱を選択した場合は「輸出の伸びなどの景気見通しに不透明感が長期間続く恐れがある。こうした不透明感が短期的に需要を

押し下げる公算が大きい」と予測。離脱なら「資産価格、特に為替レートに大きな影響を与え得る」とした上で、「国民投票の結果にか

かわらず、MPCは持てる手段を駆使してインフレに関する責務を果たす」と表明した。 

 

 

2：00 

≪米財務省 30 年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・2.596％（前回 2.720％） 

最低落札利回り・・・・2.388％（前回 2.592％） 

最高利回り落札比率・・・81.30％（前回 1.47％） 

応札倍率・・・・・・・・2.40 倍（前回 2.33 倍） 

 

 

3：45  

NY 金は、中心限月が前日比 21.80 ドル安の 1 オンス＝1226.50 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：10 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.26 ドル安の 1バレル＝41.50 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：20 

≪ 要人発言 ≫ 

黒田日銀総裁～ワシントンで記者団に 

 

・「ここ数日、若干行き過ぎた円高が修正されている」 

・「介入を含む為替政策は財務省の所管なのでコメントしない」 

・「中国経済は、緩やかに減速していくがハードランディングはないだろう」 

 

・「中国経済は、減速しても世界第二の経済大国として世界経済に貢献し続けるだろう」 

・「IMF の日本経済成長見通しがやや大きめだったことについて特に理由は聞いていない」 

・「年初来の円高、家計調査の QE推計上のバイアスなどが IMF の日本経済見通しに影響 

 した可能性」 
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主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1226.50 -21.80 

NY 原油 41.50 -0.26 

出所：SBILM 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルがユーロなどに対して上昇し、ドルの代替資産とされる金の売りが優勢となった。米 FRB による金融政策の先行き不透

明感も圧迫要因となった。 

 

出所：Bloomberg 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、前日に発表された石油在庫統計で、ガソリン在庫などの減少が材料視されて買いが先行した。ただ、原油価格の安定に向

けた主要産油国の会合が 17日に迫る中、積極的な取引を手控えるムードも強く、その後はもみ合いの展開が続いた。 

 

出所：Bloomberg 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17926.43 +18.15 17962.14 17885.44 

S&P500 種 2082.78 +0.36 2087.84 2078.13 

ナスダック 4945.89 -1.53 4961.30 4931.81 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米失業保険申請件数が市場予想を下回る改善となったものの、消費者物価が低下したことで、売り買い交錯する動きと

なり、序盤からもみ合いの展開が続いている。また、G20 の結果を見極めたいとの思惑もあり、終盤までレンジ内の展開が続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 109.39  109.47  108.91  

EUR/JPY 123.14  123.37  122.74  

GBP/JPY 154.77  154.96  153.91  

AUD/JPY 84.14  84.48  83.98  

NZD/JPY 74.90  75.23  74.80  

EUR/USD 1.1257  1.1295  1.1248  

AUD/USD 0.7692  0.7738  0.7690  

出所：SBILM 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤からドル円・クロス円は堅調な動きとなったものの、熊本県を震源とする地震の報道を受けて投資家のリスク回

避の動きが優勢となった。また、米当局者が金融政策に関してハト派的な発言をしたことから、ドルが主要通貨に対して下落する動き

となった。その後は、終盤にかけてドル円・クロス円は値を戻す動きが続いた。 

 

 
出所：Bloomberg 

 
出所：Bloomberg 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容につい
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ては万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害に

ついても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


